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土 の 化学的性質の 試験法案（そ の 1）
＊

土 の化 学 的性質委員会

土 の化 学的性質の試験法案に つ い て

　土質工 学会調査部土の 化学的性質委員会 1こ お い て 標記

の 試験法 案が ま と ま りま した 。こ の 試験法案 は 会貝 の ご

意見 を加 えた うえで 学会某準 と なる もの で す 。

　つ きま し て は ，こ れ らの 試験法案 の 内容に 関す る ご意

見 を昭和 43年 10月末日 ま で に書面 を も っ て お 申出で く

だ さ る よ うお願 い い た し ます。　 （土質工学会調査部）

土 の化 学的性 質 の試験法 案に つ い て

　本学会 の 調査部に 設置され て い る 土 の 化学的性質委員

会 で は 土質工 学的立場 か ら，土 の 化学的性質 に関す る標

準試験法 の 必要性を痛感し て ，まず次 の よ うな 9種 の 委

員会案 を作成 し た。

　（1 ）　土 の 強熱減量試験

　（2 ） IE の pH 試験

　 （3 ） 土 の 有機物含有量試験 （強熱減量法）

　 （4） 土 の 有機物含有量試験 （重 ク ロ ム 酸法）

　（5 ） 土 の 水 溶性成分試 験 の た め の 試料液調製法

（6）

（7 ）

（8 ）

（9 ）

　これ らの 試験は 比較的簡単で ，

や 安定処理 あ るい は 地盤 の 特性に か な りの 関連があ る と

思 わ れ る もの で あ る。こ の 関連性をさらに 明 らか に し て

実際 の 設計 ， 施工 面 に役立 つ よ うに す る に は ， 数多 くの

デ
ー

タ
ー

の 集積が必要 で ある。 こ の ために は試験 の 標準

方法 を定 め る こ と が先決 に な る 。 こ の よ うな主旨か ら作

成 した もの が．ヒ記の 試験法案で あ る。　こ の案は昭和 40

年度 か ら 42 年度ま で の 3 力 年間に審議を重 ね ，さらに

11 名 の 委員に よ る
一

斉試験 を 行 な っ て 細部 に わ た り検

討し た もの で あ り ， 本号 お よ び 次号 の 2回 に わ た っ て前

記 9 種の 委員会案の 全文 を掲載 し，会員各位の ご批判を

仰 ぐもの で あ る 。

　なお ， 本委員会 と し て は 今後 さ ら に 有意義 と思 わ れ る

数種 の 化学的性質 の 試験法 の 標準化をとり上げ る予定 で

あ る 。 　 　 （土の 化学的性質委 員会 委員長 森 麟 ）

土 の 水溶性成分合量試験

土 の 塩化物含有量試験

土の 硫酸塩含有量試験 （重量法）

土 の 硫酸塩含有量試験 （EDTA 法）

　　　　　　　　　　　 し か も土 の 工 学的性質

（1）　土の 強熱減量試験方法 （案）

1．適 用

　1．1　 こ の 規挌は 土 の 強熱減量 を 決定する試験に適用

する 。

　 1．2 土の 強熱減量 は 110℃ 乾燥土 を強熱 した 場合

の 減少重 量 を乾燥土 に 対 す る百 分 率 で 示 した もの で あ

る 注 1）。

2．試 験 用 具

2．1 バ カリ　感量 O．0019 の化学天 ビ ン e

注 1） 減少重 量 の 内容の 主 な もの は ，有 機物お よ び 結晶水 で

　　　 あ るが，そ の 他，炭酸塩 の 熱分解に よ っ て 失われ る

　　　CO2 ま た は 高温に お け る 揮発性物 質な ど も含まれ る。

　　
＊

前文に もあ りま すとお り，これ らの 試験法の 内容に 関

　　　 す る ご意見 が あ りま した ら，昭 和 43年 10 月末日 ま で

　　　 に ，書面 を も っ て 土質工 学会調査部まで お申し出 で く

　 　 　 だ さい 。

22 　蒸発皿 　内容 100　ml 程度の もの 。

23 　ル ツ ボ　磁製で 内容 25　ml 程度 の もの 。フ タ付

　 き 。

2．4 乳 バ チ お よ び乳棒　磁製また は メ ノ ウ製の もの 。

2．5　 フ ル イ 　420μ フ ル イ 。
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　2，6　白金線　 カ クハ ン 用柄 つ き白金線 。

　2．7　ル ツ ボバ サ ミ

　2．8　デ シ ケーター　塩化カ ル シ ウム また は シ リカ ゲ

　　ル な どの 乾燥剤を入れ た も の 。

　2．9 恒温 乾燥炉　温度 を 110°C に保 ち うる もの 。

　2．10　加熱装置

　ZIO ．1　ガ ス バ ーナーを用 い る場合 ： ガ ス バ ーナー，

マ ッ フ ル ， 架台 ， 三 角架 。

　2．le．2 電気マ ッ フ ル 炉を用 い る場合 ：電気 マ ッ フ ル

炉 ，トラ ン ス ，熱電対 温度計。

土 と基礎，B − 6
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3．試 験 方 法

　3．1 試料土 を室内で 十分 に 空気乾燥 して 乳バ チ で か

た ま りを と きほ ぐ し，420 μ フ ル イ で ふ る い 分 け，粗粒

子 を取除 く。 た だ し繊維分 の 多い 泥 炭の よ うな有機質土

の 場 含に は粗大な無機質粒子 （2mm 以 上） が あれ ば取

除 く。こ の 一1二を恒 温 乾燥炉 中に て 110℃ で 10 時間 以 H

乾燥 し，デ シ ケ
ー

ター中で放冷 Lた もの を試料 とす る。

　 3．2　試験順 序

　3．2．1　．上記 の 試料約 2g を と り，恒最化した ル ツ ボ

σVlg）注 2川 1に 入 れ て 試料 とル ツ ボ と の 重暈 〔鵬 即 を

は か る。

　3．2．2　強熱 方法　 強

熱法 に は 次 の 二 つ の 方法

があ り，ど の 方法を用い

て も よい 。

　（1 ）　バ
ー

ナ
ー

で行な

う場合 ： 図 に 示す よ うに

ル ツ ボ をマ ッ フ ル 中に置

き，は じ め 5分位 は 徐 々

に 加熱 し，そ の 後温 度を

上 昇 させ て 700〜800℃

に 至 らし め る。加熱を 開

始し て か ら 1 時間後 ，

一度強熱を 中止 し ， 炎 の 弱 い 状態

注 2）　ル ツ ボ を 800〜1000°C の高温 で加 熱 した後．デ シ ケ

　　　ータ ー中 で 放冷 し た ときの 重量 で ，しか も，こ の 操作

　　　を繰返 し て も同一重 量 を示す もの で なけれ ば な ら な

　 　 　
1壗、o
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の もとに ， 注意深く白金線で 内容物が 飛散 し な い よ うに

ゆ る くカ ク ハ ン す る 。

　黒色を認 め ない 揚合 は 加熱 を．IEめ る 。 黒色を認め た場

合 は ，さ ら に 上記 の 操作 を繰 返 し，黒色 が な く な る こ と

を確認 し て 加熱を止 め る。加熱停 止数分後 ，
ル ツ ボをル

ツ ボバ サ ミを用 い て乾燥剤を入 れ た デ シ ケ ーター
中に 移

し，室 温 ま で 冷却 した後，強熱 し た 試料 と ル ツ ボ と の 重

量 H   9 をは か る 。

　（2 ） 電気 マ ッ フ ル 炉 で行な う場合 ： ル ツ ボ を炉内に

静置 し，フ タ を斜め に か ぶ せ る。熱電対温 度計をみ なが

ら炉 の 温度 を 400〜500℃ ま で 徐 々 に 上げ，次 に 700〜

8〔）（〕℃ に 至 ら しめ る。こ の 後 の 操 作 は バ ー
ナ
ーの 場合 に

準ず る 。

　3．2．3 強熱時間。強熱 時間 は 試料 が 恒量 に な る ま で

の 時間で あ る。必 要 とす る強熱時間 は試料 に よ っ て異 な

る が ， ほ ぼ 次 の よ うな時間を目安 とす る 。

　　砂 質 土・…・…・・……・………………糸勺1 時間

　　粘十質土…・…・……………・・…・……・
約 2 時間

　　有機質土 （泥炭 以 外 の もの ）
………

約 3 時間

　　i！尼　　　炭・……・・…『・・・・・・・…　…・・・…　…・糸勺4P 寺間

4．計 　 　 　算

強熱減量 は次式 に よ り算出す る 。

　　　　　　　 w 』− w 、
　　強熱減量 ＝　　　　　　　　　 　　 x ！OO （％ ）
　　　　　　　 w2 − Lll

【

こ こ に W1 ： ル ツ ボ の 重 量

　　　 W3 ；試料 とル ツ ボ の 重量

　　　 W3 ：強熱後の 試料とル ツ ボ の 重量

（2） 土 の pH 試 験 方 法 （案）

　1．適 　　 用

　 こ の 規格 は 土 の pH を決定す る 試験に適用す る 。

　土 の pH と は 土 と平 衡状態に な っ て い る土 中の 水溶液

中 に 含まれ る水素イ オ ン 濃度 （mo111000 　ml ）の 逆数を対

数で 表 わ した もの で あ る。

2．器具 および試薬

2．1pH 計 　ガ ラ ス 電極式 （目盛 0．2 以 内）

2．2　 ハ ヵ リ　 感 量 0．1g の 上 皿天 ビ ン 。

2．3　 ビーカー　 100mJ 硬質 ガ ラ ス 製 。

2．4 ポ リ ス マ ン 　黒色 ゴ ム 付き　硬質 ガ ラ ス 棒 。

2，5　 ガ ラ ス 棒 硬質 ガ ラ ス 製 で 長 さ約 15〜20cm ，径

　 3〜5mm の もの 。

2・6 洗浄 ビ ン 　500　ml
， ポ リエ チ レ ン製 。

June ，　1968

2．7　温 度計　棒状 （日盛 1℃ ）。

2．8　pH 標準液

2．91N 塩化カ リ ウ 厶 　特級塩化カ リウム 75g を蒸

　留水 ll に溶か す 。 （pH7 ± 0．3 の もの ）注 1）

3．試 験 方 法

　3．1 試 料 土

　試料土は で き る だ け原位置状態の もの を用 い る 。 ただ

し土 の 乱 れ は さし つ か えな い 。 試料土中 に
．
あ る 2mm 以

一．［．：の 粒子 は で き る だ け取除 く。固結して い て 容易 に とき

ほ ぐれない 試料は ナ イ フ な どで砕い て お く。

　3．2　試料の 調製

注 1） pH が 7± 0．3 以 外 の 場合は 約 111000　N 程度の 力性

　　　カ リウ ム 溶 液お よ び 塩酸 溶液 で 1N 塩化 カ リゥ ム 溶液

　　 　を 7±0．3 以 内に調 整 す る。
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　 試料と して 次 の （1），〔2）2 種類の もの を各々 2 個ずっ

作る。

　 （1） 試料土 を蒸留水 に 懸濁させ た もの 。

　 （2 ） 試料土 を 1NKC1 溶液 に 懸濁 させ た もの 。注 2）

清浄 な 100m ♂ ビ
ー

カ ーに試料土約 30　g と蒸留水あ る い

は 1NKCl 溶液約 50　ml を入れ る 。 た だ し試料土の 乾

燥重 量 と液 （試料圭中の 水分 を含む ） の 比 が 1 ：2 な い

し 1 ：3 の 問 に 入 ら ね ば な ら な い 。
1 ： 3 の 場 合で も液状

を示 さなけれ ば液状に な る ま で 水 早：を増加す る 。 次 に 清

浄な ポ ll ス マ ン で 土 を と きほ ぐし，懸濁液の 状態に して

か ら 3〔〕分以 上 3時仔日以内放置した もの 卆 pll 測定用 II弋

料とす る 。

　 3，3pH 計の 調 整

　 pH 計 は 測 定 に 先 だ ち ， 試料 の 温度と同温 度の pll 標

準液で 調整す る 。 調整方法 は 次 の とお りで あ る。　〔図は

末尾 に 示す）

　 3．3．1 電極部 （ガ ラス 電極，力 卩 メ ル 電極 とか らな

る ） は 調整前 に 1（1 分 間 以 上 蒸留水中 に つ けて お く。

　 3．3．2 竃極 部を蒸留水 で 繰返 し 31 口 「以 ．L洗 い ，ロ 紙

また は脱脂綿で 水滴 を吸 い 取 る。

　 3．3．3 電極部 の 汚れ は ， 測定 に誤差を生 じ る 。 した

が って 電極部 は常 に清浄 に し て お く。 汚れ の とれ な い 時

に は 0．1N 塩酸，　 ク u ム 酸混液，セ ソ ケ ン 水，有機溶

剤等 の い ずれ か を使 っ て洗う。次に 十分水洗す る 。

　 3．3．4pH 幇を標準液で 調整す る 。そ の 際，標準液

と試薬との 温 度差 は ± 1℃ 以内 とす る。

　3．3，5 温度補正 用 ダイ ヤ ル の あ る もの は ， その ダイ

ヤ ル を標準液 の 温 度 と一
致 させ ，電極部を 1J ン 酸塩標準

液中に 人 れ て 約 1 分経過後，pH 計の 指示 を標準液の 液

温 に お け る pH イ直 （表
一1）　に 調整す る 。

　3．3．6 試料 の pH が 7 以 下 の 場合 は電極部 を フ タル

酸標準液 に浸し，pH 計の 指示値 が 標準液 の pII 値 （表
一1） に ± 0．1 以内 で

一一致す る か どうか を調 べ る e も し

一
致 し な い 場合に は ， 温度補正用 また は感度調整用ダイ

ヤル を動 か して一致す る よ うに 調整す る。ダイ ヤル を動

表一1

温 　度 L
°C

標 俊

フ タ ル 酸 塩 　 　リ 　ン 酸 塩 　 　
」
ホ ウ 酸 塩

0510152025

罰

跖

40

4，014
，014
．004
．004
．004
，014
．Ol4
．024
．03

6．986
，956
．926
．906
．886
，866
．856
．846
．84

9．469
．349
，339
．279
，229
．189
，149
．109
，07

注 2） 蒸留水 で 測定 で きない 土粒子 表面 の 水素 イオ ン 濃 度を

　　　合わせ 測定す るため で ある。
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か した場合は ， 必ず再び リ ン 酸塩標準液に電極部を入れ

て ， 指示値 が 標準液 の 値 （表
一1） と ± 0．1 以 内で

一
致

す る か ど うか を確か め る。

　 3．3．7 試料の pH が 7 以 上 の 場合 に は，電極部を ホ

ウ酸塩標準液 に浸 し，そ の の ち の 操作は 3．3．6 と同様 に

行な う。

　 3．4 試 験 順 序

　 3．4．1 試料を ガ ラス 棒 で 軽 くか きま ぜ ，pH 計の 電極

部が 試料 の 液 中に 1殳す る よ う に ソ ウ入す る 。

　3．4．2 電極 ソ ウ入後 30 秒以」：経過 して か ら測定用 ス

イ ッ チ を入 れ ， 指示計が静」L注 3） して か ら pH 指示 値

を小 数点 以 ド 1 位 ま て 読み ，記録す る 。 測定中液温 は

± 1℃ 以一llの 変動があ っ て は な らな い 。

　3．4．3 蒸留水 を用 い た試料 の pH は pH （H20）で 表

わ し ，
KCI 溶液 を用 い た もの は pll （KCI ） で 表 わ す 。

　測定 は 各 々 2 個 の 試料 に つ い て 行 な い ， 同種 の 2個 の

試料 の pll の 差が O ・2　PJ．　lkJの 場 r》に は ，
　 Ibl，「者 の JF・均値

を試料一Lの p ｝
−1（II，O ） お 宀｛び pH （KCI ） 値 とす る。差

が 0 ．3 以 上 の 場 合に は ，改 め て 試料を 調製し再試験 を行

な う。

4．報 告

4．1　土 の pH （H ，
O ） 値 ，土 の pH （KCI ） 値

4．2　試験時の 試料 の 温度

4．3 試料土 および試料 の 含水量

4．4　試料土 採 取 後の 日数

4．5　試料土 の 保存方法

4．6pH 計 の 名称

觜示計

pH 計 略 　図

注 3） pH メ ーターに よ っ て は静止 す るの に 5分以 上を 要 す

　 　 　 る こ とが あ る 。

土 と棊 礎，IS−−G
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（3）　土の 有機物含有量試験方法 （案）

　　　　　　　（強 熱 減 量 法）

1．適 用

　 こ の 規格 は 泥炭あ る い は有機物含有量 50％ 以上 の 土

の 有機物含有量を決定す る試験 に適用する。

2．試 験 用 具

土 の 強熱減 量 試験方法 に 準ず る。

3．試 験 方 法

　3．1 試料　土を室内で 十分 に 空気乾燥 して 乳バ チ で

か た まりを と き ほ こ す。こ の 時粗大 な 無機質粒子 （2mm

以上 ） があれ ば取除 く。 次 に乾燥炉 中で 110DC に 10時
間以上乾燥 し，デ シ ケーター

中で 放冷 した もの を試料 と

す る。

　3．2 試 験 順 序

　3．2 ．1 ま ず ル ツ ボ を恒量化 し，そ の 重量 （W 、 g） を

求 め ， 次 に試料約 2g を上記ル ツ ボ に 入 れ て 試料 とル ッ

ボ との 重量 〔IV2　g ）を正確に は か る 。

　3．2．2 次に試料の 入 っ た ル ツ ボ を 強熱す る 。 強熱方

法 は 土 の 強熱減量試験方法 に従 う。強熱 し た あ との 試料

とル ツ ボの 重量 を 〔IV ，
　g ） とす る。

4．計 算

3．2．3 有機物含有量 は 次式に よ り算出す る

　　　　　　　　　 即 2
−一

　w3
　　有機物含有量＝　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x100 （％ ）
　　　　　　　　　 PV2　

一
　W

、

こ こ に iVi ： 恒量化 した ル ツ ボ の 重 量 （g ）

　　　 毘 z ： 試料 とル ツ ボ の 重量 （g ）

　　　 W3 ； 強熱 し た後 の 試料 とル ツ ボ の 重 量 （g ＞

（4） 土 の 有機物含有量試験方法 （案）

　　　　　　　 （重 ク ロ ム 酸法）

1．適 用

　こ の 規格 は ，有機物含有量 50％ 以下 の 土 の 有機物含

有量を決定する 試験 に 適用す る 。 た だ し，泥炭 の 場合 は

有機物含有量 50％ 以
’
ドで も適用 しな い 。

2．試 1験 用 具

2．1 バ カ リ　感量 0．001g の 化学天 ビ ン お よ び 感量

　O．1g の 上 皿 天 ビ ン 。

2．2　 ビーカ ー

2．3　三角フ ラ ス コ

2．4 　メ ス フ ラ ス コ

2．5　メ ス シ リン ダー

Z6　ピペ ッ ト

2．7　駒込 ピペ ッ ト

2．8　ビ ュ
ー

レ ッ ト

2．9　 ロ ー ト

2．le　試薬 ビ ン

2．112

，122

．冒3

乳バ チおよび乳棒

フ ル イ

デ シ ケ ー
タ
ー

June ．1966

200　ml
，
300　m9 ，11

200m ♂，　 SOO　ml

500mJ ，　 li

100　ml ，　ll

20mJ2

皿 1
，
10　ml

50mJ

直径約 6cm の もの

200　ml （褐色），
　 ll

　 磁製

標準網 フ ル イ 420 μ

塩化 カル シ ウ ム ま た は シ リカ

　ゲ ル な どの 乾燥剤を入 れ た もの 。

2．14　恒温 乾 燥炉　　温 度を 110℃ に 保ち うる もの 。

3．試 薬

　 3．1　1N 重 ク ロ ム 酸 力 リ ウム 溶液

　特級重 ク ロ ム 酸 カ リ ウム （K 、Cr、07）49．049 を正 確 に

は か り， 蒸留水約 800　ml に溶解し ，
　 ll メ ス フ ラ ス コ

に 入 れ，蒸留水 で 全量 を ll とす る。

　 3．2　0．5N 硫酸第 1 鉄 ア ン モ ニ ウ ム 溶液

　蒸留水約 800　ml を ビ ー
カ

ー
に 入 れ ， 1級濃硫酸

（H ・SO，）30　m 〜 を徐 々 に加 え る 。 こ れ に特級硫酸第 1 鉄

ア ン モ ニ ウム ［FeSO4 （NH 、）、SO 、
・6H

，
O］ 196　g を溶解

し， こ れ を ユ1 メ ス シ リン ダーに移し ， 蒸留水 で 11 と

す る 。

　3．3　ジ フ ェ ニ ル ア ミ ン 溶液

　特級 ジ フ ェ ニ ル ア ミ ン 匚〔C6H 。．）2NH ］O．59 を蒸留水

20　ml に入 れ ， 濃硫酸 100　ml を徐 々 に 加え て 溶解す

る 。 褐色試薬 ビ ン に 保存す る。

　 3．4 書 級 リ ン 酸 〔H ，PO4 ）

　3．5　　1　級濃硫酉菱　（HaSO4 ）　（95％　以上）

　3．61 級 フ ッ 化ナ トリ ウ ム （NaF 〕
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4．試料の 調製

　 4．1 土を室 内で 十分 に 空気乾燥す る。大 き な か た ま

りがあ る場合 は ， あ らか じめ 指 で こ まか く し，粗大有機

物 （植物 の 根 ， 小動物など）があ る場合は そ れ らを取除

く 。

　4．2　次に気乾土 を標準網 フ ル イ 420 μ で ふ る い 分け

る 。

　4．3420 μ フ ル イ を通過 し た 土を磁製 の 乳 バ チ で よ

く粉砕 し，110℃ で 10 時間以上乾燥 し ， デ シ ケ
ー

タ
ー

中 で 放冷 し た もの を試料 とす る 。

5．試 験 方 法

　 本法 は，試料 に一
定 量 の 重 ク ロ ム 酸 カ リ ウム を加 え，

濃硫酸 の 希釈熱 を利用 し て有機物 を酸化分解 し，未反応

の 重 ク ロ ム 酸 カ リ ウム を第 1鉄塩 で逆滴定 して，有機物

の 酸化 に 消費され た 重 ク ロ ム 酸 カ リ ウム 量を求め，そ の

消費量 か ら土 の 有機物含有量を算出する 。

　 5．1 硫酸第 1鉄 ア ン モ ニ ウム 溶液の 濃度の 決定

　5，1．11N 重ク ロ ム 酸カ リ ウム 溶液 40　mJ を ，
ピ ペ

ソ トで と り 500　ml 三角 フ ラス コ に 入 れ る。こ れ に濃硫

酸 80　ml を メ ス シ リ ン ダー
で 徐 々 に加 え，手 で 三 角 フ ラ

ス コ を静か に約 1 分間振 トウ し，30 分間放置する 注 1）。

　 5．t．2 次 に蒸留水約 300　ml を加え て 振 トウ し，そ の

液 温 が室 温 に な る ま で水 で冷却す る。冷却後 ，m 一 トを用

い て 500 皿 1 メ ス フ ラス コ に移す。こ の 三角 フ ラス コ 内

を蒸留水で よ く洗浄 し ，そ の 洗液を合 し て 全量 を 500　ml

と して よ く振 トウする a

　 5．1．3 本液約 250・ml を ビーカーに移し， こ の 中か

ち 100mJ メ ス シ リ ン ダーを用 い て 正 確 に 100　ml を と

り ， それを 200　ml 三 角 フ ラ ス コ に移す 。 こ れに リ ン酸

約 8ml を駒込 ピペ ッ トで 加え，フ ッ 化 ナ ト リ ウ ム 約

0 ．2g を加 え て カ クノ ・ ン す る注 2）。 さ らに ジ フ ェ ニ ル ア

ミ ン溶液約 1．5ml を駒込 ピペ ッ トで 加 え る 。

　 5．1．40 ．5N 硫酸第 工鉄 ア ン モ ニ ウム 溶液を ビ ュ
ー

レ ッ トに と り， 上記 三 角 フ ラ ス コ を手 で 軽 く振 トウ しな

が ら硫酸第 1鉄 ア ン モ ニ ウム 溶液を滴下す る注 3）
。 三 角

フ ラ ス コ 内 の 溶液が 青紫色か ら灰 緑色に変わ った時を終

　注 1） 濃硫酸を加 え る と約 120℃ に 発熱す る。　 こ の 発 熱は

　　　　 5．2 お よ び 5．3 の 操 作の 中で 有機物 の 分解 に 利用 し て

　　　　 い る。水 （また は 溶液）中に多量の 濃硫酸を一
度に加

　　　　 え る と，急激 な沸騰を 起こ して 危険で あ る か ら．フ ラ

　　　　 ス コ の 壁 を利用 して 注意深 く ， 徐々 に 加 え な けれ ば な

　　　　 らない 。ま た ，濃 硫酸は危険 で あ るか ら，手 や 衣類 に

　　　　 つ け ない よ うに十 分注意 しなけれ ば な らない 。

　 注 2） リン 酸の 添加 は 滴定終点を見 やす くする た め で あ る 。
　　　　 また，フ ッ 化ナ ト リウ ム の 添加 は ，土 中に あ る二 酸化

　　　　 マ ン ガ ン な どが 有機物含有量 に 与え る誤差を の ぞ くた

　 　 　 　 め で あ る 。

　注 3） 滴下 速度は 毎秒 O．5ml 以 内に する。滴定の 終点に 近

　　　　 づ くに つ れ て滴下 速度を遅 くする。
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点 と して ，滴定に 要 し た 硫酸第 1鉄 ア ン モ ニ ウム 溶液 の

量 SmJ を求 め る ta　4）
。

　硫酸第 1鉄 ア ン モ ニ ウム 溶液 の 濃度 は 8／S 規定 とな

る。

　 5．2　試料採取量 の 決定

　ま ず，試料約 LOg を と り，500　ml の 三 角 フ ラ ス コ に

入 れ ， 5．1．1 と同様 に 1N 重 ク ロ ム 酸 カ リウム 溶液 40

ml を加 え ， さ ら に濃硫酸 80　m ♂を徐 々 に 加 え る。 1分

間振 トウ後 ，約 5 分間放置し，そ の 時の 溶液 の 色を観 察

す る 。 溶液 の 色 が黄色または黄緑色 で あ れ ば試料採取量

を LOg とす る 。 溶液 の 色が緑色 で あ れ ば，重 ク ロ ム 酸

カ リウム 量 の 不足 を示 し て い る か ら，試料採取量を 0．5

g 以下 に す る 注 5）
。

　5，3 重 ク ロ ム 酸 力 リウ ム 消費量 の 測定

　52 の 操作 で 決定 し た 試料量 （TVs） を化学天 ビ ン で

正 確 に は か り，こ れ を 500　ml の 三 角 フ ラ ス コ に入 れ る。

そ し て 5．1．1か ら 5．1．4 ま で の 操作を行な う。溶液が青

紫色か ら灰緑色に変わ っ た ときを終点 と し，滴定 に要 し

た 硫酸第 1鉄 ア ン モ ニ ウム 溶液 の 量 Tml を求め る ，

　有機物 に よ る重 ク ロ ム 酸カ リ ウム 消費量 は （5 − T ）ml

で あ る。

6．計 算

試料中の 有機物含有量 は ， 本法 に よ る有機物 の 分解度

を 77％ とし て 次式 に よ り算出す る。

饑 物舗 量 一÷・ ・（S − T ）・

411。
… 72

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1　　　 100

　　　　　　　　
×

0 ．77XTi ”

s
（％）

　　　　　　　一
（

≒鍔
6’8

…

　こ こ に S ：硫酸第 1鉄 ア ン モ ニ ウ ム の 濃度決定に お い

　　　　　　て ， 滴定に要した 硫酸第 1鉄 ア ン モ ニ ウム

　　　　　　の 量 （ml ）

　　　　T ：重 ク ロ ム 酸 カ リ ウ ム 消費量測定 の 際に 要 し

　　　　　　た硫酸第 1 鉄 ア ン モ ニ ウ ム の 量 （ml ）

　　　 Ws ：試料量 （9 ）

　　　1．72 ： 炭素 か ら有機物 へ の 換算係数 注 6）

　 　 　 1

　　　而
：本法 に よ る分解有機物量 か ら全有機物量 へ

　　　　　　の換算係数

注 4） 測定 は 2回繰 返 し，滴 定値 の 差が O．2 皿 1 以 内で あれ

　 　 　 ば，その 平均値 を Sml とす る。滴 定値 の 差 が 0．2m ♂

　 　 　 以上 の ときは 5．1．3か らや りなお す。
注 5） 試 料採取 量は 有機物 含有量 に応 じ て定め る とよ い 。そ

　　　 の 標準は 大体次の とお りで ある。
有機物含有量

　15％以下

　 3096以下

　50％以下

試料採取 量

　 1．Og

　 O．59
　 0．39

注 6）　 こ の 係数は 土中の 有機物の 平均炭素率を 58％ とし て

求b た もの で あ る。

土 と基礎，16− 6
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